
 福岡大学「女性研究者研究活動支援事業」の取り組みについて 

福岡大学では、平成 23年度に当事業に採択され、研究者が独創性・発展性を有する研究を継続

して遂行することができる体制の構築を目指し、研究とライフイベントとの両立を可能とする環

境整備に着手しました。平成 26年度からは本学の事業として継続し、研究者に対する支援・相談

体制、研究支援者の適正な配置および男女共同参画の意識啓発などに関する活動を推進していま

す。 

＜事業内容＞ 

◆全学的取り組み 

男女共同参画推進ワーキング・グループおよび男女共同参画推進準備委員会の設置を経て、組

織幹部を含めた全学的な取組への理解を深め、平成 25年度、男女共同参画推進委員会を設置しま

した。男女共同参画基本方針を制定し、女性研究者の増加に向けた施策を計画・実施しています。

平成 26年度後期より、従来の自然・応用科学系学部に加え、人文・社会科学系学部にまで拡大し

た全学的な取組に着手しています。 

◆研究者支援 

次世代女性研究者支援室の設置とともに、本学の基盤研究機関 次世代女性生命科学研究所（研

究とライフイベントとの両立を試みる医学部女性研究者 4 人で構成し、癌関連遺伝子解析プロジ

ェクトを推進）を当事業の初期拠点（マザーボード）とし、その他、医・薬・理学部の女性研究

者（シスターボード）も参加した研究活動支援体制の確立および研究支援者の配置を進めていま

す。さらに、マザーボードおよびシスターボードに続き、事業参加者で構成されるファミリーボ

ードを追加し、平成 26年度後期より人文・社会科学系学部にまで拡大して本事業の継続発展に努

めています。 

研究支援者については、平成 23年度 10人、平成 24、25、26年度はそれぞれ各 14人、延べ 52

人の研究支援者の配置をしてきました。本学が推進する本事業は、女性研究員の研究業績を維持・

向上させるとともに、ライフイベント期間中に研究を補助した研究支援者のキャリアップも目指

しています。 

◆意識啓発と情報支援 

「福岡大学 次世代女性研究者支援フォーラム」および「女性研究者研究活動支援事業 研究成

果報告会」等を開催し、男女共同参画推進を含めた当事業への理解と協力、女性研究者自身の意

識向上を図っています。さらに、次世代女性研究者やその賛同者の増加による本事業基盤の拡大

を目指して、福岡大学附属若葉高校（女子高）において「なでしこサイエンティスト育成プログ

ラムセミナー」も実施しています。また、情報支援として、ホームページ等を活用した女性研究

者研究活動支援等に関する情報を提供しています。 

【連絡先】福岡大学研究推進部研究推進課（次世代女性研究者支援室） 

TEL: 092-871-6631（代）内線 2811  FAX：092-866-2308 
E-mail:suisin@adm.fukuoka-u.ac.jp 
URL: http://www.adm.fukuoka-u.ac. jp/fu844/jyosei/index.html 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 23-25 年度科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業」 

    

福岡大学「女性研究者研究活動支援事業」の取り組み 

●福岡大学研究推進部研究推進課（次世代女性研究者支援室） 

〒814-0180 福岡県福岡市城南区七隈八丁目 19番 1号   

（TEL）092－871－6631(代表) （FAX）092-866-2308  (E-MAIL)：suisin@adm.fukuoka-u.ac.jp  

(URL) http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu844/jyosei/index.html 

●福岡大学男女共同参画宣言 
福岡大学は、我が国における最重要課題の一つである男女共同参画社会の実現を目指します。男女共同参画社会の創出は、国、地方

公共団体、国民すべてに課せられた共通の責務であり、本学においても、性別にかかわらず、すべての人が自らの能力を最大限に発

揮することができ、共に協力することを通して目標を達成することができる環境の整備を進めます。 

本学は、21 世紀における総合大学に期待される使命を自覚し、男女共同参画社会基本法の趣旨に則り、男女互いの人権と人格を尊

重し、個人がその個性と能力を十分に発揮できる社会の実現のために、以下に掲げた 5つの基本方針に基づき、すべての構成員が一

丸となって男女共同参画社会の構築に積極的に寄与していくことをここに宣言します。 

●基本方針 
1.男女共同参画推進体制の確立  

2.男女共同参画の視点に立った教育研究・就業環境の整備                     

3.仕事と生活の調和（ワーク･ライフ･バランス）の推進  

4.多様な働き方と生き方の選択を可能にする教育・学習機会の充実 

5.次世代を担う人材育成のための支援 

 

●本学のこれまでの主な活動内容・取組 
（1）女性研究者研究活動支援（ライフイベントと研究の両立支援）のための相談体制の確立 

  及び研究支援者による研究補助・協力体制の確立 

（2）学長を委員長とした男女共同参画推進準備委員会の設置（平成 23年度） 

（3）学長を委員長とし、全学的な組織とする男女共同参画推進委員会の設置（平成 25年度） 

（4）男女共同参画の共有化を図るための教職員等を対象とした講演会などの実施 

（5）本事業に参加した女性研究員による研究成果報告会の実施 

（6）高校生・中学生の理系選択支援を目的としたセミナーの実施 

（7）九州・沖縄アイランド女性研究者支援ネットワーク（Q-wea）参加 

（8）研究支援者のキャリアパス 

●福岡大学「女性研究者研究活動支援事業」中長期計画   

 

平成 23 年 4 月 

9 月(文部科学省「女性研

究者研究活動支援事業」

に採択) 

 

平成 24 年度 

 

平成 25 年度 

 

平成 26 年度以降 
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■次世代女性研究者ﾌﾟﾗｯﾄ 

ﾌｫｰﾑ【自然・応用科学系】 

■次世代女性研究者ﾌﾟﾗｯﾄ 

ﾌｫｰﾑ【人文・社会科学系】 

研究展開グループ 

研究員 

研究支援者 

研究展開グループ 

研究員 

協力研究員 

研究支援者 

研究展開グループ 

研究員 

協力研究員 

研究支援者 

 

研究員 

公的外部資金採択研究員 

学内競争資金採択研究員 

学内研究所の女性研究員 

などにも拡大 

    
（新たに設置） 

 

 

 

 

 

 

●教員・学生数

総数（人） 男性（人） 女性（人）

教員 907 745 162

大学院生 1,121 724 397

学部生 19,754 12,034 7,720

※福岡大学病院及び福岡大学筑紫病院の教員は除く。

※博士（後期）、修士、専門職含む総数

●学部紹介

人文学部 2,452人 工学部 2,970人

法学部 2,815人 医学部 1,103人

経済学部 2,884人 薬学部 1,481人

商学部 2,875人 スポーツ科学部 1,266人

理学部 1,097人 商学部（第二部） 811人

※平成26年5月1日現在

※平成26年5月1日現在
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■次世代女性研究者ﾌﾟﾗｯﾄ

ﾌｫｰﾑ【自然・応用科学系】 

  

 
 

 
 

  

 

 

  


